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現代中国における大学生向け「日本事情」テキストに見る日本像
The Image of Japan in Contemporary China :
Analysis of the College Textbooks on Japanese Culture and Society in China
見城悌治　　三村達也　
要旨
　現代中国の大学の日本語学科で使われている「日本事情」のテキストを 3冊
取り上げ、全体構成や特色ある記述（日本文化や日中関係史など）についての
分析を行った。その結果、ほとんどが日本をめぐる幅広い内容と新しい情報を
提供しており、叙述内容もおおむね客観的なものであった。いくつか問題点も
あったが、多くは、参考にした日本側の文献に基づくものであった。
はじめに
　2010 年に過去最高の 141,774 名を数えた日本の外国人留学生は、2011 年 3 月の東日本
大震災や原発事故の影響から、2011 年 138,075 名、2012 年 137,756 名と漸減あるいは停
滞傾向にある（1）。そうしたなか、2010 年段階で 86,173 名（全留学生数の 60.8％）が在
籍していた中国学生は、2011 年 5 月も 87,533 名と微増を記録している（2012 年 5 月には
86,324 名と微減）。大震災に加え、その半年前の 2010 年 9 月に起きたいわゆる「尖閣諸
島中国漁船衝突事件」にもかかわらず、中国留学生数は大幅な減少をみていない点が注目
される。さらに 2012 年 9 月の尖閣諸島「日本国有化」は、中国側の反発を引き起こしたが、
経済・産業面での緊密度がきわめて高い現在の両国関係においては、こうした緊張状態が
起きても、ただちに人的交流が妨げられることはない。
　逆に言えば、日中両国の人的交流の継続的促進が、政治的緊張を緩和することにも繋がっ
ていくとも考えられ、こうした交流をさらに深化させて行くために、たとえば、中国学生が、
どの程度の日本認識を持っているのかを把握することも必要な作業になるだろう。かつて
我々は、中国で学ぶ大学生の「日本」イメージを尋ねるアンケート調査を、2 度にわたり
実施した事がある（2）。1 回目は 2006 年 2 月に、日本語専攻生 211 名に対し、また 2 回目
は 2009 年 12 月から 2010 年 3 月にかけて、日本語専攻生、日本語学習生、日本語非学習
生 1452 名に対し、おこなった。後者では、「日本語を学んでいない学生の回答は、戦争の
記憶をめぐるものが多かったが、日本語学習をしている学生は日本の現代文化・社会に関
心を持ち始めていき、日本語専攻生に至ると伝統文化を含めた知識の質量が増加していく
傾向がある」という結果を得た。また、中国に居住している学生たちの日本認識の範囲は、
日本語専攻生を中心にそうとう広い分野に及んでいることも明らかになった。
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　これらの「日本」イメージ形成には、家庭教育、小中高校時代の学校教育、テレビやネッ
トからの情報など多くの要素が関わっているが、大学の日本語学科で学ぶ学生の大半が受
講する「日本概況」も、重要な役割を果たしていると考えられる。「日本概況」とは、日
本側では「日本事情」と呼ばれる科目であるが、そこでは、どのようなテキストが用いら
れ、どのような授業が行われているのだろうか。
　ところで、現在、日本でおこなわれている「日本事情」教育に関する先行研究は、大き
く三つに区分できる。一つ目は、「日本事情」の実態や現在の動向に関する調査や報告であ
る。例えば、縫部義憲による日本語教育の研究動向と展望を整理したものがそれである（3）。
二つ目は、「日本事情」の授業実践報告をまとめたものである。このカテゴリーは主に三つ
に区分することができ、①留学生が有している固定的な日本像の克服を試みた実践報告（4）、
②留学生と日本人学生の合同授業（5）（これは最近、注目されている課題の一つである）、③
その他の授業実践、である（6）。そして、三つ目は、「日本事情」のニーズ調査である（7）。
　以上のように、日本での「日本事情」教育に関する実践報告や研究は、多面的に進めら
れつつあるが、海外で、どのようなテキストが使われているのかについて、分析・調査し
た成果はあまり見当たらない。
　そこで本稿では、中国で使用されている複数の日本事情テキストを分析し、それらの全
般的な傾向を把握すると共に、その特徴や課題を明らかにしてみたい。それは、中国の大
学生が日本観を構築する際の重要な部位を確認する作業となるだろう。また、中国の大学
（日本語学科）を経た上で日本留学を果す学生も少なくないが、彼ら彼女らが有している
知識を把握した上で、向かい合うことは、日本での日本事情教育等を円滑に展開すること
にも繋がると考えている。
　なお、本稿は 2 名による共著だが、「はじめに」、1 章、4 章、および「おわりに」は、
両者の共同執筆である。一方、2 章は見城の、3 章は三村の単独執筆箇所とし、両者で意
見交換はしているものの、各人の責任で叙述がなされていることを付言しておく。
1　中国における「日本事情」テキストの叙述傾向とその特色
1 － 1　3 冊のテキスト概要
　本稿では、3 冊の日本事情テキストを資料として扱うこととする（先に、中国では「日
本概況」、日本では「日本事情」と呼ばれていることに触れたが、以下では、原則的に「日
本事情」で統一していく）。
Ａ　劉笑明編著『日本国家概況（第二版）』（南開大学出版社、2007 年 2 月）（以下、Ａと略）
Ｂ 　焦毓芳、張建華、呉紅敏編『日本概況』（華東理工大学出版社、2011 年 6 月）（以下、
Ｂと略）
Ｃ　盛勤編著『日本概況』（上海外語教育出版社、2011 年 6 月） （以下、Ｃと略）
　Ａは中国国内の大学で最も使われているテキストの一つである（8）。2000 年 9 月に最初
に発刊されたＡは、その 6 年半後に「第二版」（改訂版）が出されている。我々の手元に
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は最初の版もあるが、それは 2004 年 12 月に「第 10 次印刷」されたものである。また同
じく手元にある「第二版」は 2012 年 6 月に「第 20 次印刷」された奥付を持つ。すなわち、
このテキストが多くの流通を見ていることは明らかで、その結果、学生に幅広く影響を与
えた可能性が高いと考え、まずこのテキストを分析対象の一つとした。
　Ｂは上海市の華東理工大学（9）が発行・使用しているテキストである。筆者の一人、三
村は、現在、同大学の外国語学院で「日本概況」等を教えているため、本書も取り上げる。
　Ｃは、上海外国語大学（10）などで使用されているテキストである。同大は、中国国内で
特に、語学教育、さらに言えば日本語教育の先端を行く大学として知られているが、そこ
では、どのようなテキストが使用されているのかも押さえておきたいと考えたために取り
上げることとした。なお、ＡとＢが日本語を主体としたテキストであるのに対し、Ｃはす
べて中国語によっている点にも違いがある。
　さて、最初に触れておかねばならないのは、中国での「日本概況」科目は、テキストを
使うことが義務化されている訳ではないこと、またテキストを使用する場合も、初めから
終わりまですべてを教えることは原則的に無く、取り上げる箇所は教員の裁量に任されて
いることである。こう述べると、「テキスト内容の分析をすることには、意味がないので
は？」という意見も予想される。しかし、たとえばＢが、同書の存在意義と特色を「対象
とする読者の範囲を可能な限り広くしたことである。日本語を学ぶ学部生のみならず、短
大生、社会人学習者にも適した本になるよう配慮した」と「はじめに」で書くように、教
室外で利用されることも念頭に置かれていることを、我々は重視したい。実際に、これら
は、街の一般書店の「日本語学習書コーナー」は勿論、「外国事情書コーナー」などで容
易に買い求められる性質のものである。したがって、これらは、日本を学ぼうとする中国
人に何らかの影響力を持っていることはもとより、中国人の日本語教育研究者がどのよう
な内容を中国の学習者たちに示そうとしたのかも把握できる存在と考えている。
　まずは 3冊の目次構成を分量や全体比率とともに挙げたい（目次の詳細については、末
尾に資料として付しているので、適宜参照されたい）。
　Ａ（劉笑明編著『日本国家概況（第二版）』）は、主に大学 3年生を対象としたテキスト（全
467 頁）で、すべて日本語によって叙述されている。その構成や全体比率は以下の通りで
ある。
　「第一編　日本の地理」……………… 76 頁（16.3％）
　「第二編　日本の社会」………………116 頁（24.8％）
　「第三編　日本の歴史」………………201 頁（43.0％）
　「模擬テスト」………………………… 14 頁（ 3.0％）
　「難読漢字索引」……………………… 29 頁（ 6.2％）
　「歴史年表」……………………………  5 頁（ 1.1％）
　「日中友好団体、大学住所録」……… 26 頁（ 5.6％）
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　Ｂ（張建華ほか編『日本概況』）は、全編で 289 頁だが、うち、日本語による叙述箇所
が 198 頁（全体比 68.5％）、また、同じ内容を中国語訳した箇所が 91 頁（31.5％）となっ
ている。本テキストも、主に大学 3年生を対象としたものだが、末尾に付された中国語を
適宜対照することで理解を深められる構造になっている。その背景には、先に紹介したよ
うに「対象とする読者の範囲を可能な限り広く」し、日本語専攻学生以外にも、日本事情
に触れる機会を与える配慮がある点は、積極的に評価されるべきだろう。
　以下では、日本語叙述箇所の目次（分量）のみを示す。
　「第一部　地理・歴史」………………110 頁（日本語叙述箇所中 54.3％）
　　 　うち、地理関係 35 頁（17.1%）、歴史関係 61 頁（30.7％）、「文化と文学」14 頁（7.0％）
　「第二部　現代日本」………………… 65 頁（31.7％）
　　 　うち、政治と政党 16 頁（7％）、経済と貿易 15 頁（7％）、外交と防衛 12 頁（5.6％）、
中日関係 22 頁（10.6％）
　「問題」…………………………………　4頁（ 2.0％）
　「付録　一」…………………………… 19 頁（ 9.0％）
　　 　うち、「日本大事年表」8頁、中日友好都市、戦後の総理大臣、ノーベル賞受賞者一覧、
11 頁
　「付録　二 中国語訳文」………………91 頁（全体比 31.5％）
　Ｃ（盛勤編著『日本概況』）は、314 頁あり、主に大学 1 年生を対象としたテキストで
あるため、すべて中国語で書かれている。
　「第一単元　地理概貌」……………… 42 頁（全体比 13.5％）
　「第二単元　各地簡介（紹介）」……… 28 頁（ 8.6％）
　「第三単元　古代日本」……………… 54 頁（17.2％）
　「第四単元　近代日本」……………… 28 頁（ 8.9％）
　「第五単元　戦後日本」……………… 78 頁（24.8％）
　「第六単元　日本生活」……………… 84 頁（26.8％）
1 － 2　内容構成の特色と比較
　これら 3冊の目次構成はおおむね似通っているが、小項目において、Ｂがかなり具体的
な設定をしている。そこで、Ｂの構成を「基本項目」と定め、Ａ、Ｃにおいても、それに
沿った範疇化をし、三者の特色、各項目の軽重を比較しておきたい。
　まずＢの日本語叙述 175 頁（練習問題や年表を除く）における項目を百分比で示す。二
部構成をとっている同書は、「第一部　地理・歴史」が、日本語叙述中 62.9％（110 頁）
を占め、一方、「第二部　現代日本」は 37.1％（65 頁）となっている。さらに、細目で示
すと、「第一部」においては、「地理」20.0%（35 頁）、「歴史」34.9％（61 頁）、「文化と文
学」（他 2冊との相関から「文化・風俗慣習」と仮に名付ける）8.0％（14 頁）であり、「第
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二部」中では、「政治と政党」9.1％（16 頁）、「経済と貿易」8.6％（15 頁）、「外交と防衛」
6.9％（12 頁）、「中日関係」12.5％（22 頁）となっている。
　次いで、Ａである。全文日本語からなり、3冊中で最大のボリューム（467 頁）を持つが、
模擬テストや年表などを除いた本文叙述箇所は、393 頁である。項目内訳は、「第一編　
日本の地理」19.3％（76 頁）、「第二編　日本の社会」29.5％（116 頁）、「第三編　日本の
歴史」51.2％（201 頁）の三部構成を取る。?????????????????????????????????????? ?????????
????????????????????????????????????????????? ?????????????????? ????????????????
????????
A
B
????????????????????????????? ????????? ?????????
????????????????????????C
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　Ｂと比較するために、第二編等から細目を抽出すると、「日本の政治」2.5％（10 頁）、「日
本の経済（含む貿易）」5.6％（22 頁）、「日本の外交と自衛隊」0.5％（2頁）、「中日関係」0.8％（3
頁）、「日本の文化（含む文学）」31 頁、「風俗習慣」17 頁（両者の計 48 頁、12.2％）、そ
の他 31 頁（教育と科学技術 5、企業経営 13、日本人 11）、7.9％、という構成になる。
　最後にＣである。すべて中国語からなる同書は、全 314 頁で、Ａ、Ｂにあった年表など
の「付録」はない。同書では、「地理」分野に 22.3％（70 頁）、「歴史」分野（三単元＋四単元）
は 26.1％（82 頁）に割かれている。また「第五単元　戦後日本」からＡ、Ｂの項目分け
に準じた該当箇所を拾い出すと、「戦後政治（含む政党）」5.1%（16 頁）、「経済と貿易（「戦
後経済」、「産業発展」）」8.3%（26 頁）、「外交と防衛（「対外関係」、「軍事防衛」）」4.5%（14 頁）、
「中日関係」0.6%（2 頁）、その他（「教育と大衆メディア」）6.4％（20 頁）となる。一方、
「第六単元　日本生活」は、「文化と文学」16.2%（「文化芸術とレクリエーション」27 頁、「衣
食住」4頁、「宗教信仰」9頁、「国民の祝日と年中行事」11 頁）。その他 10.5%（「社会保障」
8頁、「家庭と社会」9頁、「日本観光」16 頁）に分かれる。
　以上、3 冊の叙述比率を挙げてきたが、各テキストが最も頁を割いているのは、「歴史」
分野である。特に、Ａにおいては、テキスト全体の五割が当てられている。ちなみに、そ
れぞれにおける前近代と近現代の叙述比率も示すと、Ａが 61.7％：38.3%、Ｂは 50.8％：
49.2%、Ｃは 65.9％：34.1%、となり、少ない場合で三分の一、多いものは半分が近現代
叙述に振り向けられていることに注目される。やはり、近現代を中心とした歴史問題を抜
きには日本との関係は語れない、という意思の表れであろう。これら歴史叙述の特色につ
いては、3章で改めて論じることとする。
　テキストの叙述比率が「歴史」に次いで多いのは、「地理」である。今回とりあげた 3
冊すべてが、全体の二割余を当てていて、いずれも日本の自然環境や人文地理について、
要領よくまとめている。日本の地域的特色の叙述もかなり詳しい。
　また、「文化・風俗慣習」の叙述は、Ａが 12.2％、Ｂが 8.0％、Ｃは 16.2％であり、一～
二割程度の扱いである。しかし、我々は「日本事情」の中身として重要な部位と考えるた
め、その特色については、項を改めて 2章で述べていきたい。
　一方、現代日本の「政治」「経済」「外交」の叙述に費やす割合は、Ｂは 24.6％、Ｃで
17.9％と二割前後あるが、Ａは 8.6％とかなり低い扱いに留まっている。　
　さて、項目分けの基準としたＢは、「中日関係」を独立させていたが、中国人が作成し
た中国人向けテキストであるため、それにどの程度の質量を配分しているかは、興味深く
かつ重要な問題である。Ｂは全体の 12.5％をそれに当てていた。それに対し、Ａは「第
二編　日本の社会、第一章　日本の政治」の第八節を独立項目「中日関係」としているが、
頁数は 3頁だけで、全体比では 0.8％に留まる。また、Ｃも「第五単元　戦後日本、第 26
章　対外関係」の第六節として、2 頁だけ「中日関係」を置いているにすぎない（全体比
0.6％）。もちろん、ＡやＣも、多寡の別はあるものの、「歴史」項目などで「中日関係」
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に触れており、両者での扱いが不当に低いと断ずることはできない。しかし、いずれにせ
よ、「中日関係」を独立項目とし、積極的に論じようとしたＢの意欲は評価したい。　
　ここまで、3 テキストの叙述傾向とその特色についてみてきた。以下ではこれらのテキ
ストにみられる記述内容の特色を数点に絞って検討を進めていく。すなわち、第 2章では、
「日本文化」関連の叙述をめぐる分析を見城が、また第 3 章で、歴史全般あるいは日中関
係を軸とした国際関連の叙述の分析を三村が、それぞれ行っていく。さらに、第 4章では
現代日本社会に関する特徴的な叙述を取り上げていく。
2　「日本文化」の叙述をめぐり
2 － 1　評価点・注目点
　2－ 1－ 1　テキストで扱われた事項の概要
　本章では、3つのテキストにおける「日本文化」をめぐる内容の特色を概観するとともに、
その問題点も指摘していきたい。ひとくちに「日本文化」と言っても、中国側がどの項目
をどの程度の深度で取り上げているのかは、興味を惹かれるところである。そこで、3 冊
が扱う概要を改めて示したい。
　まず、Ａでは、第 1章および末尾資料に示したが、「日本の文化（含む文学）」に 31 頁、
また「風俗習慣」17 頁、「日本人」11 頁がそれぞれ割り当てられている。各項目の詳細だが、
「日本の文化（第 5章）」は、1）日本文化の起源、2）日本近代文化、3）生活の中の日本文化、
4）日本文化の特性、5）マスコミ、6）日本の文学、7）能、8）狂言、9）歌舞伎、10）文
楽、11）生け花、12）茶道、13）書道、14）日本画、15）庭園・住宅、16）相撲、17）柔
道、18）日本の宗教の各項目に分けられている。また「風俗習慣（第 6章）」は、1）日本
の祭り、2）主な年中行事、3）贈答、4）日本料理、5）着物、6）婚儀、7）葬式、とされ
た。さらに、「日本人（第 7章）」と題する章を設け、1）国民性と自然観、2）言語行動、3）
勤労意識と娯楽観、4）集団主義、5）ビジネスマンの付き合い、6）現代の家族、7）家計、
8）日本人の一生、の項を立てる。また「第 4 章」として「日本の企業経営」があてがわ
れ、1）現代の企業、2）企業経営の特徴、3）意志決定の仕組み、4）年功序列と労使関係、
5）雇用関係、6）社会保障制度、が紹介されているが、それらも「日本文化」論関連事項
と見なしておきたい。
　一方、Ｂは、「第八章　日本の文化と文学」として 14 頁を割いている。内訳は、「第一
節　伝統文化」が、1）能と狂言、2）浄瑠璃と歌舞伎、3）華道と茶道、4）相撲、5）祭り、6）
俳句と和歌、一方、「第二節　現代文化」は、7）マスコミ、8）漫画とアニメ、9）スポーツ、
10）祝日、さらに「第三節　近現代の文学」として、11）明治時代の文学、12）大正時代
と昭和初期の文学、13）第二次世界大戦後の文学、とされている。また、「第一章  国土
と住民」で、「住民と宗教」が取り上げられていることも関連事項である。
　また、Ｃは、「第六単元　日本生活」の中で、「日本文化（論）」的な内容を扱っている。
そこには 5章に分けた配置がなされ、まず「第 31 章　文化芸術とレクリエーション」（全
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27 頁）で、「第一節　文学・演劇」、「第二節　“道”的文化」、「第三節　国粋芸術」、「第
四節　“国技”及びその他のスポーツ」が、次いで「第 32 章　日常生活と社会保障」で、
「第一節　衣食住」（4 頁）、「第二節　社会保障」、「第三節　国民的生活水準」が、そして
「第 33 章　宗教信仰」（全 9頁）で、「第一節　宗教観」、「第二節　主要宗教」、「第三節　
冠婚葬祭」が、「第 34 章　家庭と社会」（全 10 頁）で、「第一節　婚姻」、「第二節　家庭」、
「第三節　家庭伝統と現代社会」が、最後に「第 35 章　祝日と年中行事」（全 11 頁）で、「第
一節　祝日」、「第二節　年中行事」、「第三節　礼儀の国」が扱われている。
　2－ 1－ 2「伝統文化」の重視
　3 冊すべてが中心的に取り上げているのが、いわゆる「伝統文化」であり、それは、と
りわけＡ、Ｂの細目に明らかである。また、中国語で書かれたＣが、「“道”的文化」、「国
粋芸術」、「宗教信仰」などのカテゴリー分けをしている点は興味深い。
　文化や思想を専門としている筆者（見城）にとっては、とりわけＣの「“道”的文化」
の内容が気になるが、その項目立ては次の通りであった。
　「（一）武士道」、「（二）芸道　（1）花道、（2）茶道、（3）書道」」、「（三）武道　1．素手
柔術、（1）柔道、（2）空手道、（3）合気道、2．道具類武道、（1）剣道、（2）弓道」。
　この「（一）武士道」項目の最末尾は、「現在、武士道は形式上すでに消えてしまったけ
れども、しかしその精神と現代商業精神が結びつき、さらに活力と浸透力を持って日本人
の心の中に深く植え付けられている（237 頁）」と、まとめられ、「芸道」、「武道」の叙述
に繋げられていく。ここで言う「武士道精神」は、後二者を統べるあるいは共通する事項
であるかのように捉えられているのである。ここで言う「現代商業精神」が指す内容が何
か不明だが、「第 34 章　家庭と社会」の「家族主義と集団主義」や「縦式家族と縦式社会」
の議論、おそらく「経営家族主義」などに関わっていくのだろうと推察される。
　筆者は、日本の文化的社会的特質を「武士道」によって、すべて説明できるが如き議論
には与しない考えを持つのだが、中国の一般書店の店頭には、新渡戸稲造の『武士道』や
ベネディクトの『菊と刀』などが中国語に翻訳され、目立つ場所に並んでおり、それらへ
の関心が高いことは確かである。「日本事情」テキスト（Ａ・Ｂを含む）も、そのような「日
本文化」認識をする傾向にあることが、ここで改めて確認できるだろう。
　2－ 1－ 3「現代文化」をめぐる特色ある叙述
　各テキストが「現代文化」にあたる内容について、積極的な執筆を試みている点も特色
として挙げられる。たとえば、Ｂは、「漫画とアニメ」を独立節として掲げ、宮崎駿の作
品を紹介した後、「単純な勧善懲悪ものではなく、悪役もまた、重層的で複雑なキャラクター
であることが多い」とやや踏み込んだ解釈をしていること、また「漫画と漫画雑誌の販売
部数は、2009 年に販売出版物全体の約 50％になった」（104 ～ 105 頁）のように、出版業
界全体の特質も記載するなど、通り一遍の説明に終わっていないこと等は、評価できる。
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　さらに、Ｃは、出版分野におけるベストセラー（2009 年度）の紹介（227 頁）や日本の
プロ野球、プロサッカーのチーム名紹介（254 ～ 256 頁）がされている等、若者が興味関
心を抱く分野を広く取り上げている点に注目される。Ｂでは、「甲子園大会高校野球」が
人気を持っていることさえ明記されているのである（106 頁）。
2 － 2　問題点
　「日本文化」の叙述について、上記のような特色を持つ 3 冊であるが、筆者の関心から
気になる点を指摘しておきたい。
　2－ 2－ 1　「宗教」の捉え方
　「日本の宗教では神道と仏教が二大宗教となっている」。この叙述はＢからの引用（11 ～
12 頁）だが、Ａ・Ｃも基本的に同傾向の内容を盛り込み、それぞれを詳しく説明している。
また、Ａは、日本の宗教信者数について、「各宗教が自宗の信徒数として発表している数は、
神道 1億 1700 万人、仏教、9158 万人、キリスト教 316 万人（1997 年）である。宗教人口
を合計すると、日本の人口の約2倍に達するという事実は外国には例がない（161頁）」云々、
Ｃも「総人口が 1.28 億人の日本で 2 億人を超える宗教人口がいることは、理解しにくい
ことだが、これはまさに日本人の宗教観の一大特色―多神信仰、多重信仰のきわめて普遍
的な現象である（270 頁）」との説明をする。
　この「事実」は、日本人の多くにとっても、「理解しにくい」ことであるし、そもそも
初耳に属する事項かもしれない。また、Ｃの解釈に同意する人もいるだろうが、最大の問
題は、一般日本人が、2つの宗教の「信徒」であるとの自己認識を有しているか否かである。
　また、Ａには、「統計によると、特定の宗教を熱心に信仰しているとする日本人は少なく、
宗教には無関心とみずからいう者が多い。日本人は現世的・楽天的性格であり、どの宗教
に対しても伝統的に寛容である（161 頁）」との叙述があるが、それは上記の説明と矛盾
すると考える人は当然いるだろう。　
　実は、文化庁が毎年発刊している『宗教年鑑』（11）をひも解くと、神道、仏教ともにそれ
ぞれ 1億人前後の信者を持つとのデータが、確かに載っている。その背景には、江戸時代
の「寺請制度」による仏教寺院による「家（檀家）」単位での人数把握、および明治から
昭和戦前期に強化された神社の「氏子制度」による同様な人数把握が、現在でも為されて
いるため、ほとんどの日本人が、神道および仏教の「信者」としてダブルカウントされて
いるという「からくり」が隠されているのだが、各テキストにそこまでの言及はない。
　すなわち、これらは本人の信仰的自覚とは全く無関係な話なのである。「人口の約 2 倍
の宗教人口がいる」という「外国には例がない」特殊事情をわざわざ紹介するのであれば、
日本宗教が近世、近代でたどってきた歴史を踏まえた説明を加えることによって、「日本
文化（社会）」の特質の理解がより深まっていくのではないかと考える。
　もう一つの問題として挙げたいのは「宗教」を説明する際、テキストＡが、それを「呪
術迷信」の類であると断言している点である。「もともと農耕儀礼であった民族宗教はも
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ちろん、葬祭儀礼以外にたいした役割のない仏教も、病気の平癒や商売繁盛を看板として
売り出している新興宗教にしても、すべて宗教というよりは、呪術にすぎない」。これは、「日
本の社会が、まだ科学的合理性に処理できない矛盾を多く抱えているからであろう」。「呪
術の消滅の時期が近い将来に期待できるかどうかは、一に社会の合理化が早く実現される
かされないかにかかっている」云々（141 頁）。
　「宗教が単なる呪術に過ぎない」とする考えは、現代中国の国是が「科学的合理性」の
追求にあるとすれば、致し方ないとも思えるが、やはり性急な見解であり、「宗教」の本
質や「日本の宗教」の特色を見失う面があるだろう。また、「日本事情」テキスト中の叙
述であることに関連させれば、先に触れた「人口の 2 倍も宗教人口がいる」こと、「無宗
教の人々が圧倒的に多数を占めている」こと、こうした状況を「日本文化の特質」として
積極的に考察していこうとする糸口を放棄してしまうことに繋がるように思える（12）。
　2－ 2－ 2　日本と欧米を対比しようとする態度
　テキストＡ「第七章　日本人」「第四節　集団主義」の冒頭部（185 頁）は、「日本人と
欧米人との一番顕著な違いを、日本の集団重視に見ている」と、唐突かつ主語がない文章
から始まっている。Ａはさらに「集団主義の成立は日本の歴史的背景と無縁ではない。（略）
狩猟文化と異なり、そこでは集団作業と共同秩序とが必要であり、生活共同体なのである
（186 頁）」のような説明を続ける。また同章「第三節　勤労意欲と娯楽観」には、日本人
は「働くと言う行為そのものに価値を見出しているという説がある。（略）経済報酬は労
働時間に対する対価であるという欧米的な価値観とは、その精神においてだいぶ異なるこ
とになる。この違いが、一方では契約社会に基づく企業経営を創り出し、一方では独特の
いわゆる日本的経営を生み出したと言う（184 頁）」との叙述もある。
　これらのステレオタイプ的叙述は、おそらく日本で発行されている「日本文化論」を参
考にしたためと思われる。しかしながら、本テキストの使用者が中国人である以上、「欧
米は○○だが、日本は××」という「日欧（米）比較文化論」的叙述が、適切な理解を導
くための有効な方途にどこまでなっているのかには、少々疑問が残る。日本の特質を欧米
との対比で示すことにも一定の意味はあるが、中国との対比も漸次取り入れることによっ
て、中国学生の日本理解をより円滑にできるのではないだろうか。
　2－ 2－ 3　通俗的「日本文化」論の安易な引照
　先に指摘した点と関連するが、通俗的な「日本（文化）」認識がまま見られる。そうし
た叙述傾向は、とりわけＡに多く、たとえば、同書「第四節　日本文化の特性」には、「日
本の文化は、系統の異なる文化が併存ないし混在する重層文化である。（略）日本の文化
は地域によって、宗教によって、あるいは人によって異なるということはなく、ほぼ均一、
均質であるということができる。日本人は長い間、生活の末端まで国家の統制を受けてき
た経験から個人よりも集団や国家を考える習性を持っていることが、文化的均一性を生ん
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だ原因と見られる（144 ～ 145 頁）」のような叙述もある。
　明確な多民族国家と比較すれば、相体的にはそう言えるかもしれないが、「日本文化」
を「均質」と断じてしまうことは、やはり誤解を招くだろう。
　また、Ａには、「和をもって貴しとなす」の考えが、「中国やインドの文化の移入である
よりも以前に、このような日本文化自体の、社会関係における理想を基礎においたもの（143
頁）」である、との叙述もある。聖徳太子の「憲法十七条」を、「日本文化の原型」と捉え
る理解だが、その条文に儒教の影響はやはり看取できるだろう。またインド仏教とは形を
変えているとは言え、聖徳太子が仏教を尊崇したことは周知の通りである。したがって、
このように「日本文化」の独自性、超然性を強調するため、中国やインドの文化を排除す
るかの性急な説明には疑問が残る。
　さらに、Ｃの「家族伝統と現代社会」章においては、「家族主義と集団主義」、「縦式家
族と縦式社会」の小項目が設けられている（284 ～ 286 頁）が、これらは、戦後日本の社
会科学・人文科学で多く論じられてきた「日本論」（13）に倣っていることは明白である。し
かし、こうした見解については、最近異論も出されている（14）。したがって、それらを加
味した上で、適宜修正されていくことが必要だろうと考える。
　以上、本章での「日本文化」をめぐる記述については、無い物ねだりの注文が多かった
かもしれない。しかし、元をたどれば、これらは、中国側の「誤解」と言うよりは、中国
の執筆陣が参考にした日本の出版物が、欧米と対比する中で、「日本」像の特殊化、ステ
レオタイプ化を促進してきたことが大きな原因と考えられる。したがって、冷静に自らを
顧みれば、日本側が構築してきた「日本文化」をめぐる議論を、より精緻にあるいは多面
的にしていく作業も求められていることが再確認できるのである。
3　国際関係（日中関係）、歴史関係の叙述をめぐり
3 － 1　その評価点・注目点
　3－ 1－ 1　歴史叙述に関して
　3 冊のテキストにおける歴史叙述の全般的特徴についてであるが、基本的にどのテキス
トも古代から現代までをそれぞれバランスよく叙述しているだけでなく、その叙述内容も
特に偏った見方などは見られない。当初、我々は、これらテキストの歴史叙述（特に、日
中戦争などに関わる叙述）において、中国側の「立場」や認識が強く顔を出すのではない
かとの予想を持っていたが、それは良い意味で裏切られたと言っていい。
たとえば、歴史叙述の絶対量が最も多いテキストＡは、日中戦争について次のように書く。
　　 　1937 年 7 月 7 日、近衛文麿内閣の成立直後に、北京郊外の盧溝橋で日中両国軍の
衝突事件が発生した（盧溝橋事件）。現地で停戦協定は成立したが、軍部強硬派の圧
力もあり、近衛内閣は不拡大方針を変更して兵力増派を決定し軍事行動を拡大して、
戦線は北から南へと次第に中国各地へ広がっていった。これに対して、9 月末には国
民政府と共産党は、第 2次国共合作を行って、抗日民族統一戦線が成立した。日本は
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次々に大軍を投入し、この年の末に首都南京を占領し、南京大虐殺を起こしたが、中
国の国民が抗戦をつづけて、長期戦の様相を呈していった（377 頁）。
この叙述は、日本の高等学校教科書の叙述にきわめて似通っている。「侵略」等の文字は
看取できないのみならず、きわめて淡泊な、いかにも教科書的な叙述になっているのであ
る。Ａは末尾に「主要参考文献」を掲げ、そこには、日本で一般に使われている 6冊の歴
史教科書（中学校向け 2、高校向け 4）、また、高校で副教材として用いる「日本史史料集」
1 冊の名前を確認することができる（15）。前近代の叙述も併せ、確認できることだが、少
なくともテキストＡにおける歴史叙述は、日本の一般的教科書に準じてなされていること
は間違いない。編者側がどこまで意図しているかは不明だが、「日本人が習っている『日
本歴史』を知る、あるいは学ぶ」という意味では、「日本事情」の本旨に適った内容叙述
とも言えるだろう。
　それに対し、Ｂ・Ｃは参考文献が記載されていないため、どのような文献や資料を参照し、
叙述されているのかを特定することは出来ない。しかし、全体の内容を見る限り、中立的
な視点からバランスよい歴史叙述がされている印象を受けた。その点を考慮すれば、Ａと
同様、全体的に日本の一般的教科書に準じた歴史叙述であるといえるだろう。ただＡと比
較した際、Ｂ・Ｃの叙述内容の特色（相違点）もあった。例えば以下である。
　　 　1937 年、近衛文麿内閣のとき、北京郊外の盧溝橋で日中両軍が衝突（盧溝橋事件）、
ついに抗日戦争（日中戦争）が始まった。その直後、中国では国民党と共産党との第
2 次国共合作による抗日民族統一戦線が結成され、徹底抗戦の体制が整った。宣戦布
告のないまま戦果は中国各地に拡大するが、日本軍は南京を占領するとき大虐殺事件
を引き起こし、国際世論の激しい非難を浴びた。1938 年、拡大する戦線に対応する
ために、国家総動員法が制定された。戦争目的ならば国家が全ての人的物的財産を自
由にできる。「挙国一致」の戦時統制経済を推進させた。
　　 　1938 年、日本政府は、日中戦争は「東亜新秩序」を形成する戦いであるとの声明
を出し、中国の国民政府の分裂を図った。1940 年、南京に親日の国民党副総裁汪兆
銘を首班とする傀儡的な「国民政府」を樹立させたが、中国人の支持は得られず、蒋
介石政権との和平の道も閉ざされ、日本政府の企図した戦争早期解決への政治工作は
成功しなかった。日本軍は 1941 年夏から、焼光（焼きつくす）・殺光（殺しつくす）・
槍光（奪いつくす）という過酷で非人道的な三光政策（盡滅作戦）を行ったが、中国
側を屈服させることはできなかった（Ｂ 79、80 頁）。
この叙述内容も基本的に日本の歴史教科書に見られるものであるが、最後の「三光政策」
に関しては、日本で教えられることは少ない。日中戦争時の日本軍の行為や、その加害状
況をどこまで書くのかは日本でも議論が分かれるところであるが、このテキストには当時
の状況を詳しく記述しようとする意図が感じられる。
　同様に、Ｃにおいても、日中戦争の経緯と実際の事件などが事細かに記載されているこ
とが確認できる。特に、盧溝橋事件後の日本政府の動向、また日本軍がいかに中国へ侵略
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を展開していったのか、また、上海占領後に日本軍がどのように侵略を続け、南京の「大
虐殺」へと至るのかが詳細に叙述されている（16）。また、Ｃには、「日寇（日本軍による侵略）」
等の厳しい言葉が多く用いられている。Ｃが中国語のみで叙述されているが故の表現なの
か否かは、別個に考察する必要があると考えるが、いずれにしても、こうした詳しい叙述
は、日本の歴史教科書では一般的とは言えない（17）。
　歴史叙述の全般的特徴は上記の通りであるが、もう一つの特徴としてあげたいのは、「日
本の近代化」ならびに「近代化政策」の記述内容が、どの教科書も、日本がアジアの中で
最も早く「近代化」を成し遂げたことを評価する点にある。そもそも、中国人留学生たち
が、日本留学をする目的は、20 世紀はじめから今日まで、基本的には日本の近代化、先
進性を学ぶためであった（18）。よって、3 冊のテキストが「日本の近代化」に対し、与え
る評価はうなずけるところがある。
　3－ 1－ 2　日中関係に関する叙述
　次に注目したいのは、「中日関係」を前面に打ち出している態度である。たとえば、Ｂは、
それを独立した節にしており（154 ～ 174 頁）、その積極性は評価できよう。
　そのなかで、昨今の日中間の貿易摩擦については、次のような叙述が見られる。
「アメリカとの間に貿易摩擦が発生した。しかし、中国の経済が著しく発展するにつれて、
今度は、日本の貿易摩擦の中心も、アメリカから中国へシフトしつつある」（161 頁） 。
　ここでは、アメリカと日本の貿易摩擦問題はもちろんだが、昨今の日中間の貿易関係を
冷静に見つめた叙述がされている。
　一方、独立の章立てをしていないＡ・Ｃの日中関係をめぐる叙述も、Ｂと比較しても決
して引けをとっておらず、日中関係に対する叙述は同様な評価を与えて良いだろう。本稿
で扱った 3 冊が、日本語を学ぶ中国人大学生を対象として作られたテキストである以上、
両国関係に焦点を当てて叙述することの意義は大きいと思う。しかし、その一方で領土問
題など、リアルな政治問題との相関がどのようになっているのかは、重要な課題となるが、
それは以下で触れることにしたい。
　3－ 1－ 3　外交や防衛に関する記述　
　「日米同盟」への中国側の評価、認識をうかがわせる叙述は、3 冊ともに確認できる。
まずＡでは「日米間に摩擦が起きている。しかし、日本の外交の中で日米間の友好は最優
先」（87 頁）と叙述される。またＢは「戦後の日本の外交の中軸は「日米安全保障条約」（い
わゆる「日米同盟」）と「国際連合中心主義」の二本立てであり、（略）また、同盟国のア
メリカ合衆国を最重要視している」（142 頁）、「日本の戦後の外交政策は、対米関係を基
軸とし、これに規定されて展開してきた」（143 頁）と位置づけられる。さらにＣは、「第
二十六章　対外関係」の「第九節　冷戦後の日本外交」（177 頁）において、自国の国際
的地位をさらに高めるために、日本側が日米同盟に関する問題を良い方向へ解決したいと
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考えているなどの内容もみられ、日本が日米同盟関係に大きく影響されていることを述べ、
日米同盟の歴史を「表 27-2 日米同盟と日本国防」で一覧にし、掲載している（183 頁）。
　このように、いずれも、日米関係の絆の強さを認識、あるいは強調した叙述を展開して
いるのが共通した特徴である。また同時に、筆者にとって印象深かったのは、中国側が、
日米関係ならびにそれを基軸とした国防や外交の実態を冷静に見極めているという点で
あった。
　3－ 1－ 4　領土問題に関する叙述
　現状の日中関係で、最大の政治外交課題の一つとなっている領土問題の叙述を見ると、
Ｂは、「第十一章　戦後の外交と防衛」に「5　領土問題」を設け、北方領土問題、竹島（独島）
問題を 2 頁で紹介している（147 ～ 149 頁）。さらに、「第十二章　中日関係」の最終項目
に「13　次世代に向けて」を置き、尖閣問題を 2頁にわたり叙述している（173 ～ 174 頁）。
ここでは、歴史的な経緯（占取権など）には全く触れず、「この領土問題が表面化したのは、
1970 年ころ東海において、天然ガスが埋蔵されている可能性があると、国連の委員会が
発表したためである（173 頁）」との「事実関係」を淡々と記している。その上で、「中国
側が中日での共同開発を提言しているが、日本側はこの共同開発を中国に有利な条件と認
識し、依然解決の糸口は見えていない。（略）両国は共通点を見つけ出し、異なる点は残
して友好関係を築いていく必要がある。これさえできれば、東アジアだけではなく、全世
界の平和と経済成長に大きく貢献できるものである（174 頁）」と結ぶ。
　また、Ｃは、「日本の領土紛糾問題」として、①北方領土問題、②竹島（独島）問題、③「釣
魚島問題（尖閣問題）」を 2 ページにわたり紹介している（5 ～ 6 頁）。Ａについては、領
土問題に関する記述自体がない模様である。
　このように領土問題に関する叙述が、3 冊中 2 冊に確認されたのに関して、それ自体の
評価は別にせよ、注目点として挙げておくべきであろう。
3 － 2　問題点
　3－ 2－ 1　全体を通じて
　上記のような評価点、ならびに、特色を持つ 3冊であるが、全体を通じてまず感じる問
題点、或いは、課題点を 2つ挙げたい。
　一つには、歴史教育と日本語教育における「日本事情」教育とは、似ているようで性格
の異なるものであることを押さえておく必要がある、という点である。それにも関わら
ず、日本側の歴史教育などで使用される文献を引用し、これらのテキストは制作されてい
る側面が強い。そのため、どこまで中国における日本語学習者のための「日本事情」テキ
スト制作という意識が働いているのかについては疑問を感じる（19）。やはり、日本語教育
分野に位置づけられた「日本事情」科目という前提に立てば、ただ日本に関わる様々な知
識や教養を与えるだけでは不充分であろう。何のために、どんな内容を、あるいは、どう
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いう形式で教えるのかが意識化されたテキストを制作すべきではないかと筆者は思うので
ある。簡潔にその展望を述べるとすれば、筆者は日本の社会や文化、暮らしなどに学習者
の目を向けさせ、それらの事柄をただ知識として与えるのではなく、生きた形で、いかに
学習者の生活にフィードバックさせるかを重視するということが重要であると思う。
　もう一点は、本テキスト上において、図や表は多少掲載されているものの、写真の掲載
が皆無である点である。これは予算など現実的な問題も背景にあると予想されるが、写真
などを積極的に活用することをぜひとも講じてほしいところである。
　3－ 2－ 2　日中関係の記述
　次いで日中関係の記述内容について、課題、疑問を呈しておきたい。
「中日甲午戦争（引用者注―日清戦争のこと）後、日本国内では清国また中国人を軽侮す
る風習が生じた。中国に対する尊敬の感情がこのころから一変した」（157 頁）。
　Ｂが記載する上記のような歴史認識は確かに存在した。ただ、その一方でもう少し以前
からの動向がこうした社会風習を引き起こしたなどとみることも可能である。例えば、ア
ヘン戦争を契機として、それまでの日本の中国に対する“大国”イメージに修正がくわえ
られることとなり、それがその後の中日甲午戦争（日清戦争）による対中国、並びに中国
人イメージを大きく転換させる素地をつくっていたとみることも可能であろう。よって、
この歴史的事件のみで全てが変化したかのような印象を与えかねる叙述には多少なりとも
違和感を覚える。つまり、「一変した」などの表現をここで用いるのは慎重になるべきで
はないか。
　また、すでに触れたように、Ｂが「中日関係」を節として独立させている点は積極的に
評価したいが、1 節の 3 項「近代以後の文化交流」においては、叙述量が他の部分と比べ
て少ない印象を受けた（157 ～ 158 頁）。近代以前は人と物を通じた文化交流を紹介して
いるが、近代以降は孫文、周恩来、魯迅といった著名な人物のみをとりあげており、他の
無名の留学生たちの動向やその影響には言及がない。せっかく独立して「中日関係」の項
を設けたのであれば、近代以降の文化交流も評価すべき点をもう少し叙述しても良いだろ
う（20）。
　さらにＢは「中日関係」の「第二節　中日貿易」「4　近代までの中日貿易」の叙述で、「江
戸に入ると、（略）浙江、福建、広東などの商人たちは、長崎に居留する者も多く、また
盛んに往来した。江戸時代、日本の輸出品は、主に貴金属（金、銀、銅）であった（159 頁）」
のように、各時期の双方の貿易品を紹介している。先の指摘と同様、こうした独立項目を
設定しているのなら、この交易によってやり取りされた貿易品が現在の双方の社会に与え
た影響に言及してもいいのではないか。例えば、江戸期の日本から中国への輸出品の一つ
である俵物は、中国への輸出向けに開発されたもので、それが現代でも中国料理において
使用される重要な食材となっていることなどのエピソードはあるだろう。
　あえて「中日関係」の項を設けながらも、このように多少物足りない記述内容となって
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しまう背景には、日中双方の側に「中日関係」の研究蓄積があるにも関わらず、現状では
それらに十分な目配りが出来ていないことがあると思われる。だとすれば、その現状をど
う克服していくのかが、今後の重要な課題であろう。
4　現代日本社会の特色ある叙述をめぐり
4 － 1　日本の現状への高い関心
　ここまでは、日本文化や日中関係などの叙述に焦点を当て、特色や問題点を指摘してき
た。本章では、さらに「現代日本社会」叙述の中に看取できる特色をいくつか紹介してい
きたい。
　本稿で扱った 3冊は、みな現代日本について、幅広く叙述している点も大きな特色であ
る。現代政治についても、憲法やそれに基づく政治制度について、丁寧な説明がなされて
いる。たとえば、「他国に例のない平和主義を採用（Ａ 84 頁）」している憲法の特色、海
外への軍事派兵ができない「自衛隊」が存在していることは明記され、「日本が軍事的膨
張を行おうとしている」等の危機感をいたずらに煽ることはない。　
　また、政党の変遷等については、民主、自民、公明、共産、社民の 5政党の理念のほか、
党員数までを挙げる（Ｂ 124 ～ 126 頁、Ｃ 163 ～ 167 頁）。とりわけ、Ｃは 2010 年 3 月段
階の自民党の派閥（7 つ）について、戦後直後の発足からの変遷および各派閥に属する国
会議員数を一覧表で示すほか、「主要圧力団体」として、経団連などの経営者、連合など
の労組、創価学会などの宗教団体、さらに日本医師会や遺族会などに分けて、現状の政党
との関係や人数規模について、きわめて詳しく紹介し、日本政治の特色の一端を理解でき
るような工夫をしている。
4 － 2　「在日外国人問題」への注視
　Ｃは「第一単元　地理概貌　第五章　人口現状」の「第四節」に「在日外国人」を設け、
3 ページにわたり、国籍別人数概況、居留資格別人数、ビザの種類、さらに「帰化申請」
などについて説明するとともに、ここ十年間の統計を挙げている（32 ～ 33 頁）。Ｂも日
本の民族構成、在日外国人について、言及している（10 ～ 11 頁）。
　これらのテキストの主たる読者は日本語学科の学生であり、彼らの興味関心が、日本へ
の留学や就業などにあるため、懇切なデータ提供をするという側面もあるだろう。
4 － 3　若者の関心に応える事項の積極的紹介
　前項で、「日本留学」への対応を示唆したが、Ａは、「教育制度」の項目で、日本の主要
大学名や法人化された現状について触れている（95 頁）。一方、Ｃは、大学の名称やラン
ク付けまでをかなり詳しく紹介している。国立大学法人については、「七帝大」、「三商大」、
「六医大」（千葉大学はここに含まれている）など、戦前の高等教育機関の範疇分けに基づ
いた学校紹介を行ない、私立大学については、「早慶上理」あるいは「早慶上智」が「私
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立大学の中で最高」であると評価した上、それに次ぐものとして「ＭＡＲＣＨ」、「日東駒
専」、「大東亜帝国」、「関関同立」、「産近甲龍」の諸大学の説明がなされている（216 頁）。
　また、若者になじみ深いコンビニの店舗数、さらに「ＡＥＯＮ」「ＳＥＶＥＮ＆Ｉ」な
ど巨大スーパーグループ名を挙げ、現代日本の流通産業の状況説明をしている（Ｃ 205 ～
206 頁）。Ｂでは、コンビニの「客の大きな割合を占める若者の数が減少しているため、
売上が伸び悩んだり、成長が鈍化している。そのため大手コンビニエンスストアは、野菜
などの販売を行ったり、100 円ショップを展開したりと客層の拡大に努めている（136 頁）」
と叙述し、業界が抱える課題までを解説している。
4 － 4　日本観光への注目
　Ｃは、「第 36 章　游走日本（観光日本）」を設け、16 頁にわたる独立章にしている。こ
こには、観光客数の推移のほか、世界遺産、国立公園などが具体的に紹介してあり、昨今
の中国人の関心に応える構成を取っている。
4 － 5「中日関係」の未来を前面に打ち出す姿勢
　Ａは、日本の公害問題（40～41頁）や高齢化社会問題（134頁）にもページを割いているが、
日中双方に共通する社会的課題については、日本の過去や現在を精査し、何らかの方策を
見出そうとする思いが強い。
　また、Ｂが「中日関係」を節として独立させた積極性の評価は、何度もしてきた。この
テキストの日本語叙述の最終項目は「次世代に向けて」と題され、中日の共存共栄関係が
示唆されている。その意味でも、やはりきわめて前向きなテキストであることが確認でき
るのである。　
おわりに
　「わが国（中国）の高等教育レベルが上昇するに伴い、外国語専攻は言語と文学という
伝統領域に拘泥するに留まらず、その国の社会や文化も、教育と研究の重要な内容になっ
てきている。日本語専攻も同様で、社会や文化の知識を増やし、日本語が出来る人材を育
てていく事、日本研究を深化させていくことが学界の共通認識になっている。実際、日本
語専攻学生の卒業論文のテーマは、社会文化や経済貿易に関するものが 6割を占め、学生
の興味関心もさらに深い領域を探ろうとする方向に向かっている。
　本書は、できるだけ条理（筋道）を分析し、一つの完全で真実の「日本」を広い読者の
前に示すことに努めた。本書の内容は日本語専攻の学生だけでなく、日本国の基本情報を
理解したいと考えている一般読者に対しても、また理想的な読み物と考えている。」
　長い引用になったが、これはＣの編者・盛勤が「前言（はじめに）」で書いている内容
の一部を意訳したものである。
　本稿では、3 冊のテキストを分析してきたが、基本的にどのテキストも、歴史・文化・
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政治や地理など全ての分野において、特に偏った叙述や、公平さを欠いた内容は認められ
なかった。また、これらには、日本の大学生が「一般教養」として持っていないような現
代日本の社会・文化情報も濃厚に盛り込まれている。とりわけ、テキストＣの情報量は、
かなり多いと言える。そうした意味から言えば、日本語教育の最先端を行く大学とされる
上海外国語大学で編纂・使用されているＣの編者・盛が、「「真実の日本」を学生や一般読
者に示している」と自己評価するところに納得する面は少なくない。
　一方、歴史を巡る叙述内容等においては、多少ではあるが相違が確認される。たとえば、
日中戦争をめぐる「厳しさ」や「詳しさ」であり、テキストＡ、Ｂ、Ｃの順にそうした要
素が増す傾向にあることが分かった。その際、Ａがもっとも日本側の文献を引用している
のに対して、ＡよりもＢ、ＢよりもＣというように独自編纂の傾向が強まっていくことは
注目していいだろう。そこには、Ａがすべて日本語、Ｂが日本語＋中国語訳、Ｃが中国語
のみからなり、Ｃを使う教師は全て中国人であることの意味も考える必要があると思われ
るが、それは今後の課題としたい。また、テキストの叙述内容がここ十数年で何らかの変
遷を辿ってきているのか否かなども今後の課題になるだろう。
　日中戦争や「領土問題」、また「外交関連」の叙述が、日本の教科書よりも詳しく、時
に厳しくなるのは当然と言え、それも確かに「真実」の一側面を示すことに他ならない。
しかし、総体としては客観的な叙述になっていることを重ねて強調しておきたい。
　また、「日本文化」をめぐる叙述について、無い物ねだり的なコメントも行ったものの、
多くは、中国側が参考にした日本の出版物に問題があると言える。これについては、日本
側の「日本文化論」「日本社会論」の議論をより精緻にしていく作業が第一であろう。また、
そもそも中国側の「日本」理解の不足を嘆く前に、日本側が中国の「真実」をどの程度把
握しているのかも問うてみる必要もあるだろう。
　最後に、一つ提言したいことがある。本稿では中国の大学で使用される日本事情のテキ
スト分析を行ったが、そうした作業を通じて一つの大きな課題点を知ることになった。そ
れは、「3－ 2　問題点」で指摘した通り、中国では（日本でも）日本語学習者のためのテ
キストという立場に立ち、何のために、どんな内容を、どういう形で教えるのかを意識化
した日本事情テキストの制作がまだ十分とは言えない点である。また、こうしたテキスト
を使用せず、独自の資料や教材などで授業が実施されている場合であっても、上記の観点
で授業設計がなされているか否かという点は考えてみる必要があるだろう。
　よって今後は、上記の観点を含めた日本事情テキストのあり方や、授業設計といった議
路がさらに活発化していくことを期待すると同時に、筆者らも積極的な議論をし続けてい
きたいと思う（21）。
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《参考資料》3冊の目次一覧（Ｃについては、中国語を日本語に翻訳したものを示した）
（Ａ）劉笑明編著『日本国家概況（第二版）』
第一編　日本の地理
第一章　日本の位置と面積
第一節　位置と国土
第二章　日本の人口と気候
　第一節　総人口と大都市／第二節　日本の気候
／第三節　季節風・梅雨・台風／第四節　自然
災害
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第五節　海岸のまわり／第六節　植物と動物
第四章　日本の資源
　第一節　地下資源とエネルギー／第二節　森林
資源／第三節　水産資源／第四節　公害
第五章　日本の交通
第一節　陸上交通／第二節　海上と空の交通
第六章　日本の各地方
　第一節　北海道地方／第二節　東北地方／第三
節　関東地方／第四節　中部地方／第五節　近
畿地方／第六節　中国と四国地方／第七節　九
州と沖縄地方
第二編　日本の社会
第一章　日本の政治
第一節　天皇の憲法上の地位／第二節　皇室
の歴史／第三節　日本国憲法／第四節　日本
の統治機構／第五節　選挙／第六節　日本の
外交と自衛隊／第七節　現代の日本／第八節 
中日関係
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第一節　教育制度／第二節　科学技術領域
第三章　日本の経済
第一節　戦後の日本経済の概観／第二節　日
本経済の成功の要因／第三節　日本の貿易／
第四節　日本の産業／第五節　農業／第六節 
水産業／第七節　日本の工業／第八節　中小
企業／第九節　工業の特徴／第十節　工業地
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第四章　日本の企業経営
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／第三節　意志決定の仕組／第四節　年功序列
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第六節　婚儀／第七節　葬式／
第七章　日本人
　第一節　国民性と自然観／第二節　言語行動／
第三節　勤労意識と娯楽観／第四節　集団主義
／第五節　ビジネスマンの付き合い／第六節　
現代の家族／第七節　家計／第八節　日本人の
一生／
第三編　日本の歴史
第一章　古代国家の起源
　第一節　文化の始まり／第二節　農耕社会の成
立／第三節　大和政権と古墳文化
第二章　律令国家の形成
　第一節　推古朝と飛鳥文化／第二節　律令国家
の成立／第三節　平城京の時代／第四節　天平
文化／第五節　平安初期の政治と文化
第三章　貴族文化と国風文化
第一節　摂関政治／第二節　国風文化／第三節
　荘園と武士／第四節　院政と平氏の台頭
第四章　武家社会の形成
第一節　鎌倉幕府の成立／第二節　執権政治
／第三節　幕府の衰退／第四節　鎌倉文化
第五章　武家社会の成長
第一節　室町幕府の成立／第二節　幕府の衰
退と庶民の台頭／第三節　室町文化／第四節 
戦国大名の登場
第六章　幕藩体制の確立
第一節　織豊政権／第二節　幕藩体制の成立
第七章　幕藩体制の展開
　第一節　幕政の安定／第二節　経済の発展／第
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　第一節　幕政の改革／第二節　幕府の衰退／第
三節　化政文化
第九章　近代国家の成立
　第一節　開国と幕末の動乱／第二節　明治維新
と富国強兵／第三節　立憲国家の成立と日清戦
争／第四節　日露戦争と国際関係／第五節　近
代産業の発展／第六節　近代文化の発達
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　第一節　第一次世界大戦と日本／第二節　ワシ
ントン体制／第三節　恐慌の時代／第四節　軍
部の台頭／第五節　第二次世界大戦
第十一章　戦後日本の出発
　第一節　占領と民主化／第二節　日本の復興
（Ｂ）張建華ほか編『日本概況』
第一部　地理・歴史
第一章　国土と住民
　第一節　国土と気候／第二節　資源／第三節 
住民と宗教／第四章　交通
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第一節　北海道／第二節　東北地方／第三節 
関東地方／第四節　中部地方／第五節  近畿
地方／第六節　中国・四国地方／第七節　九
州地方
第三章　原始・古代
　第一節　旧石器・縄文・弥生・古墳時代／第
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代（794-1192 年）
第四章　中世
　第一節　鎌倉時代（1192-1333 年）／第二節 
室町時代（1138-1573 年）
第五章　近世
　第一節　織田信長・豊臣秀吉の統一事業／第二
節　徳川政権（1603-1868 年）／第三節　開国
と江戸幕府の倒壊
第六章　近代
　第一節　明治時代の始まり／第二節　日清（甲
午）戦争と日露戦争／第三節　明治後期と大正
時代／第四節　激動の昭和期
第七章　現代
 第一節　戦後の改革と経済復興／第二節　高度
経済成長期／第三節　安定成長期／第四節　平
成大不況
第八章　日本の文化と文学
　第一節　伝統文化／第二節　現代文化／第三節
　近現代の文学
第二部　現代日本
第九章　日本の政治と政党
　第一節　国体と国会／第二節　日本の行政制度
　／第三節　日本の司法制度／第四節　日本の政
　党
第十章　日本の経済と貿易
　第一節　経済と戦後の景気循環／第二節　産業
構造／第三節　貿易と貿易摩擦
第十一章　戦後の外交と防衛
　第一節　戦後の外交／第二節　日本の防衛
第十二章　中日関係
 第一節　中日の文化交流／第二節　中日貿易／
第三節　中日間に起きた衝突／第四節　戦後の
中日外交関係
（Ｃ）盛勤編著『日本概況』
第一単元　地理概観
第 1章　国土の概観　
第一節　地理位置と領土面積／第二節　日本
の国土運用／第三節　日本の領土紛争問題
第 2章　地形の特色
　第一節　多山地の地形特色／第二節　火山と火
山活動／第三節　河川と湖沼
第 3章　日本の気候
　第一節　気候の特色／第二節　四季の変化／第
三節　気候の区分
第 4章　資源の概略
　第一節　一次資源／第二節　二次資源／第三節 
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　第一節　人口分布と人口流動／第二節　国勢調
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節　在日外国人
第 6章　都市化と都市圏
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洋ベルトと三大都市圏／第三節　政令指定都市
第二単元　各地紹介
第 7章　行政と地理
第 8章　高緯度地区
　第一節　北海道地方／第二節　東北地方
第 9章　日本の東部
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第 11 章　九州地方
第三単元　古代日本
第 12 章　原始・古代の日本
　第一節　日本の旧石器時代／第二節　縄文時代
　／第三節　弥生時代
第 13 章　初期国家と統一王権
　 第一節　小国家の成立／第二節　邪馬台国／ 
第三節　大和国家の統一
第 14 章　律令制国家－飛鳥時代
　第一節　聖徳太子と推古朝の改革／第二節　大
化改新－封建制度の発端／第三節　中央集権
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第 15 章　律令政治の展開－奈良時代
　第一節　社会経済の発展／第二節　奈良文化／
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第 16 章　律令国家の衰退－平安時代
第一節　桓武の遷都／第二節　荘園制／第三
節　律令国家の衰亡／第四節　源平合戦／第
五節　国風文化／第六節　刀伊の入寇
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第一節　鎌倉幕府の成立／第二節　鎌倉文化
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　第一節　群雄割拠／第二節　“天下布武”／第
三節　桃山時代／第四節　城郭と芸術
第 20 章　武家政権の全盛と崩壊
　 第一節　江戸幕府の始まり／第二節　幕藩体制
／第三節　江戸時代の文化／第四節　幕末危機
と強制開国
第四単元　近代日本
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第一節　大政奉還と王政復古／第二節　富国
強兵／第三節　西南戦争と対外強勢／第四節 
自由民権運動と大日本帝国憲法
第 22 章　日本帝国主義の形成
　第一節　日中甲午戦争／第二節　日露戦争／第
三節　帝国主義化の推進／第四節　“天佑”－
第一次世界大戦参加
第 23 章　国内外における矛盾の中で
第一節　第一次世界大戦後の日本／第二節　
大正デモクラシー／第三節　対外矛盾の激化
第 24 章　ファシズムへの道
第一節　ファシズム勢力の強勢／第二節　満
洲事変から盧溝橋事件まで／第三節　戦時の
日本／第四節　太平洋戦争／第五節　日本
ファシズムの崩壊
第五単元　戦後日本
第 25 章　戦後政治
　第一節　戦後政治の民主化／第二節　「日本国
憲法」と三権分立
第 26 章　対外関係
　第一節　占領軍と対日講和／第二節　安保体制
と国防の再建／第三節　日ソ関係と国際社会へ
の復帰／第四節　安保改定と「経済外交」／第
五節　ニクソン・ショックと自主外交／第六節 
中日関係／第七節　各国との外交関係／第八節 
サミット外交と国連外交／第九節　冷戦後の日
本外交
第 27 章　軍事国防
　第一節　平和憲法と軍備再建／第二節　自衛隊
の体制／第三節　自衛隊の海外派遣／第四節　
日本国防の新動向
第 28 章　戦後経済
　第一節　戦後経済の復興／第二節　高度成長期
／第三節　安定成長期／第四節　失われた十年
第 29 章　産業発展
　第一節　第一産業／第二節　第二産業／第三節
　第三産業
第 30 章　教育とマスコミ
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注
（ 1） 日本の留学生数は、毎年５月現在の数値が、その年末あるいは翌年初に、日本学生支援機構（JASSO）
から発表される。http://www.jasso.go.jp/statistics/intl_student/data10.html。
（ 2） 見城「現代中国における日本語専攻大学生の「日本」イメージ」『国際教育』第１号、2007 年 3 月。
見城・三村「現代中国における大学生の「日本」イメージ―日本語専攻生、日本語学習生、日本語
非学習生の比較」『国際教育』第３号、2010 年 3 月。
（ 3） 縫部義憲「日本語教育」の研究の動向と展望 < レビュー >」『日本教科教育学会誌』30 号、2007 年。
（ 4） 例えば、河野理恵「ステレオタイプと日本事情教育」『一橋大学留学生センター紀要』(5 号、2002
年 7 月 ) や、同じく、河野「大学院授業「日本人論と日本事情」におけるアイデンティティ概念」『一
橋大学留学生センター紀要』(9 号、2006 年 7 月 ) などがある。
（ 5） 例えば、足立恭則「留学生・日本人学生合同の日本事情授業－留学生から学ぶ日本事情－」『人文・
社会科学論集』(25 巻、2008 年 ) 等がある。なお、見城ほかが、千葉大学で行った実践報告として、「他
者と通じて自分を知る試み：国際交流科目「隣人を知る」の実践とその課題」（『千葉大学留学生セ
ンター紀要』9号、2003 年、内海由美子・吉野文・和田健・見城の共著）がある。
（ 6） 例えば、石原嘉人「現象を通して構造を学ぶ「日本事情」クラスの試み」『留学生教育』（7 号、
2010 年 3 月）や、中河和子ほか「ジェンダーの視点からの「日本事情教育」への示唆－中国人留学
生・日本人学生のジェンダー意識調査から－」『富山大学留学生センター紀要』（6号、2007 年 10 月）
などである。
（ 7） 金田章宏・吉野文・和田健「学部留学生に対する日本語・日本事情ニーズ調査」『人文と教育』(2 号、
2006 年 ) など。
（ 8） テキストＡを所蔵している大学図書館等は、「《日本国家概況》紙本館蔵分布情況」（下記 HP）から、
中国国内の 22 省、2自治区、4特別市にわたる事が確認できる。
 http://book.uestc.superlib.net/other.do?go=showmorelib&dxid=000000109495&d=C4A44C4AC81DF
F93E05FFA0F29571CD8。
（ 9） 国立の総合大学で、中国の全国重点大学の一つである。現在、学部生が学ぶ学院が 15 ある他、6 つ
の非専門の学院を有する (「学院」は、日本の大学の「学部」に当たる )。学生数は約 3万人。(http://
www.ecust.edu.cn/)。
（10） 中国の全国重点大学の一つであり、多学科制の外国語大学である。20 の学院 ( また系 ) をもち、学
生数は約 1万人。(http://www.shisu.edu.cn/index.shtml)。
（11） 文化庁編『宗教年鑑　平成 23 年版』2012 年。なお、平成 22 年以前の版は、文化庁のホームページ
　第一節　教育事業／第二節　科学技術／第三節
　マスコミ
第六単元　日本生活
第 31 章　文化芸術とレクリエーション
 第一節　文学と演劇／第二節　“道”の文化／ 
第三節　国粋芸術／第四節　“国技”とその他
のスポーツ
第 32 章　日常生活と社会保障
第一節　衣、食、住／第二節　社会保障／第
三節　日本国民の生活レベル
第 33 章　宗教信仰
　第一節　宗教観／第二節　主な宗教／第三節　
冠婚葬祭
第 34 章　家庭と社会
　第一節　婚姻／第二節　家庭／第三節　家庭伝
統と現代社会
第 35 章　祝日と年中行事
　第一節　祝日／第二節　年中行事／第三節　礼
儀の国
第 36 章　日本観光
　第一節　観光立国政策／第二節　日本の世界遺
　産／第三節　観光遊覧
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から、閲覧することができる。http://www.bunka.go.jp/shukyouhoujin/nenkan/。
（12） 阿満利麿『日本人はなぜ無宗教なのか』ちくま新書、1996 年など、こうした問題に留意した著作は、
多数発刊されている。
（13） 川島武宜『日本社会の家族的構成』、日本評論社、1950年。中根千枝『タテ社会の人間関係』、講談社、1967年。
（14） たとえば、杉本良夫、ロス・マオア『日本人は「日本的」か』、東洋経済新報社、1982 年、高野陽
太郎『「集団主義」という錯覚：日本人論の思い違いとその由来』新曜社、2008 年、『岩波講座　現
代社会学　23　日本文化の社会学』1996 年、など。
（15） 奥田義雄他『中学社会歴史』教育出版、1995 年、学研編『中学歴史』学研、2002 年、直木孝次郎『日本史』
実教出版、1997 年、鈴木正幸他『詳解日本史』三省堂、1999 年、尾藤正英他『新選日本史』東京書籍、
1999 年、村井章介他『容解日本史』清水書院、1999 年、『詳解日本史史料集』東京書籍、1996 年。
（16） Ｃは中国語で書かれているため、本文中では簡潔に整理した内容の概要紹介にとどめた。該当箇所
全体の日本語訳は以下の通りである。
 　「9月 2日、日本政府は、盧溝橋事変から用いていた“華北事変”の名称を正式に“支那事変”と改
称した。二日後の 4日、日本は第 72回臨時議会を開き、20 億 2200 万円の臨時軍事予算と戦時臨時経
済統制等の法案を通過させた。11月 20日、大本営を設立し、戦時最高指揮組織とした。これにより、
日本軍の中国への全面侵略戦争の体制が完全に確立された。
 　上海を占領した後、日本軍は継続して長江及び京沪鉄道を西に進み、太倉 (11．14)、常熟、蘇州(11．
19)、無錫 (11．25)、常州(11．29)、丹陽、江陰 (12．2)、句容 (12．5)、鎮江 (12．8)などを陥落させ、
南京へ迫った。それと同時に、金山衛に到着したもう一団の軍隊は太湖にそって南西に進軍し、嘉興
(11．19)、湖州 (11．24)、広徳 (11．30)をそれぞれ占領した。湖州の日本軍は兵を二分割して進軍
した。その一軍は宜興 (11．28)、溧水 (12．4)を経て南京へ侵攻した。もう一軍は、広徳を陥落させ
た後、さらに軍を三つに分けた。その一軍は直接南京へ進軍し、もう一つの軍は、広徳、寧国(12．7)
を経て、南京の北部にある無湖 (12．10) を奪い取り、南京を守る軍の退路を断った。もう一つの軍
は、広徳から無湖と当涂の間を渡った。12月5日、日本軍の四師団は南京を三方向から包囲した。13日、
日本軍は南京を占領し、三か月にも及ぶ血なまぐさい大虐殺を行い、人類文明史上で最も暗く、最も
恥ずかしい一頁を残した」（146 頁）。
（17） 中国が「歴史（認識）」にこだわる、あるいは重視する背景を、日清戦争から新中国までの時間軸
において、解き明かした最新研究に、劉傑『中国の強国構想』筑摩書房、2013 年がある。
（18） たとえば、見城「『日華学報』にみる留日中国学生の生活と日本認識」（大里浩秋・孫安石・見城監修『日
中関係史資料叢書 7　日華学報』第 16 巻、2013 年、所収）では、20 世紀前半の中国人留学生たち
が日本の近代化に積極的に向き合った眼差しを具体的に紹介した（同書 447 頁、452 頁、457 頁など）。
（19） 実際、中国の日本語教科書の内容が日本における高等学校国語教科書に大きく影響を受けていると
の指摘、およびその研究は存在する（田中祐輔「中国の大学専攻日本語教科書と日本の高等学校国
語教科書との内容的近似性から浮かび上がる現代的課題」『リテラシーズ』10 号、2012 年、くろし
お出版を参照）。
（20） 例えば、王建民『中日文化交流史』( 外語教学与研究出版社、2007 年：北京で出版された本だが、
使用言語は日本語である ) は、古代から現代までの日中間の文化交流史に焦点を当てており、こう
した類の文献は決して少なくない。今後、こうした研究成果が中国の日本事情テキストに組み入れ
られることを期待したい。
（21） こうした日本事情教育のあり方を提唱する一人が細川英雄だが、彼の提唱する、日常的な視点から
の個別現象を手がかりとすることによって、「日常の生活で垣間みた日本の社会・文化等の諸現象
について、自らの体験やそれぞれの社会・文化との比較を通して、〈日本とは何か〉を考え、考え
させること」が可能なテキスト制作も、今後の大きな課題となるだろう。詳しい議論は、細川英雄『日
本語教育と日本事情』明石書店、1999 年を参照されたい。
